
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

茨 城 支 部 便 り

第 ５５ 号 

２０１６年４月２０日 

編集兼発行人 

長島 重和 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.com/ 

１ 

撮影者：安田 出 
撮影日：平成 25 年 4 月 4 日 
カメラ：NIKON D300 
シャッター速度：1/500  絞り：f8 
焦点距離：39 mm 

場所：日立市平和通り 
撮影余話：この年は地球温暖化の影響か、例年

になく開花が早く、4 月 4 日は日立市の平和
通りの桜は満開となりました。こんなに早く
満開になるのは私の記憶になく、また、満開
の花が例年になく素晴らしく、記念に撮影し
ようと思って出かけて撮った写真です。今年
も開花は早いと言われており、この支部便り
が発行される頃は散っているではないでし
ょうか。 

常勤の仕事を日立埠頭の社長退任
とともにやめてから、油絵の風景画の
教室で絵に取り組み始めました。絵を
観るのは好きでも、描いた経験は小学
校の水彩画まででしたが、やってみる
と楽しいものです。 

 当たり前のことですが、｢これを描きたい｣と本心か
ら思える風景を掴まえることが出発点ですから、いろ
んな季節に、付近地だけでなく国内外に出掛けること
になりました。非常勤でもいささか仕事を持っていま
すし、しかも狙ったツアーを予約することになるので
気ままにとは参りません。 
国内では北の利尻富士や函館港から、南は桜島や開

聞岳などを写生しに旅しました。 
海外では、カムチャッカ半島、ネパールヒマラヤを

旅し、アラスカのマッキンレー山麓なども訪ねました。
少し印象を記しますと、まず利尻島の漁港で食べた

海底直送の生ウニは絶品でした。 
カムチャッカ半島はまさに火山の連なりの土地です

から自然は荒々しすぎました。小舟に分乗して大河の
急流を下りましたが、途中の中州ではひ熊たちがイク
ラ(露語)をはね飛ばしつつ鮭をむさぼっていました。
ネパールではヒマラヤ山脈の前山も写生しようとす

ると、尾根をずっとたどっている白っぽい山道に気づ
きました。少し以前に政権をとっていた毛沢東派共産
党が、人民の手で国中の道路を整備する政策をかかげ、
実行させた結果できたものでした。山また山の途上国
で道路を通そうとしても谷や川を渡る橋を造る技術も
資金も十分にはありません。尾根道がもっとも手っ取
り早い集落を結ぶ方法だったのでこうなった、と現地

ガイドが話してくれました。わたしのヒマラヤの絵で
も大きな前山に白い尾根道を描きました。 
 植村直巳さんが行方不明のままになっているアラス
カのマッキンレー山(最近デナリ山という元々の名前
に戻りました)の山麓
一帯は実に大きな自
然そのままでした。グ
リズリーやカリブー
が近くにいても、風景
に溶け込んだままで
した。 
 桜島は、法事や同窓
会などで帰省して時
間が取れると描いて
きました。昨秋はガキ
のころの遊び場だっ
た丘に上り、スケッチ
しました。私なりに少

日製謳美会に出展した 
「ふるさとの桜島」 

しお気に入りにできたので、秋の日製謳美会に出展し
ました。また２月の夜の噴火のＴＶ映像では山体の右
上が灼熱の噴石で覆われていて、｢絵のとおりだな｣と
楽しみました。 
 ど素人の身で図々しくもやってきたなと、我ながら
呆れていますが、旅する口実にもなっていて、描いて
いて楽しければいいや、と割り切っているところです。
この夏はバイカル湖を訪ねて描いてきます。半日だ

けですがシベリア鉄道に乗り、ブリヤート料理も頂戴
する予定です。 

リレー随筆（５５） 

旅と風景画を楽しんでいます  川村 俊彦

平成 28 年度茨城支部総会のご案内 

１．期日：平成 28 年 5 月 27 日（金） 

午前 11 時 10 分～午後 2時 30 分 

２．会場：ホテル天地閣 
★詳細内容は本紙同封の案内書をご参照下さい。 
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は
じ
め
に 

父
の
仕
事
の
関
係

で
、
私
は
、
国
民
学

校
三
年
生
の
時
に
宮

田
校
へ
転
校
し
た
。

絶
縁
オ
イ
ル
の
製
造

「ぱんぽん」編集の思い出 
《絆を深め「創業 100 周年記念誌」発行へ》     武田 孝一 

で
、
当
時
の
銅
線
工
場
か
ら
、
絶
縁
物
工

場
へ
の
転
勤
で
あ
っ
た
。 

宮
田
校
で
の
五
、
六
年
の
頃
に
、
父
が

会
社
か
ら｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

を
持
ち
帰
る
こ
と

が
あ
り
、
活
字
に
飢
え
て
い
た
私
は
、
時

に
難
解
な
文
字
を
勝
手
に
想
像
し
な
が
ら

読
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
時
折
、
家
族

や
子
弟
の
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
て
、
父
に
勧
め

ら
れ
る
ま
ま
、
投
稿
し
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
、
活
字
と
な
っ
て
届
け
ら
れ
る

と
い
う
喜
び
も
味
わ
っ
て
い
た
。 

そ
う
こ
う
す
る
間
に
、
日
立
工
場
の
総

務
か
ら｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

の
生
み
の
親
の
お
一

人
の
高
橋
市
蔵
さ
ん
が
、
絶
縁
物
工
場
の

庶
務
課
長
さ
ん
と
し
て
転
勤
さ
れ
、
後
年
、

お
会
い
す
る
た
び
に
、｢

君
の
こ
と
は
、
生

ま
れ
る
ま
え
か
ら
知
っ
て
い
た
ん
だ
よ｣

と
、
頭
の
上
が
ら
な
い
人
が
い
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

一
、｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

と
の
改
め
て
の
出
会
い

 

昭
和
三
六
年
、
戦
後
復
興
の
神
武
岩
戸

景
気
時
代
、
当
時
、
毎
年
五
〇
〇
人
も
の

新
入
生
の
入
学
受
け
入
れ
が
あ
り
、
廊
下

や
体
育
館
を
仕
切
っ
て
の
授
業
を
し
て
い

た
日
専
校
へ
、
是
非
に
と
請
わ
れ
て
、
公

立
高
校
か
ら
中
採
と
い
う
こ
と
で
、
わ
た

く
し
は
仕
事
が
変
わ
っ
た
。 

職
員
室
で
、
先
輩
の
先
生
か
ら｢

も
う
こ

の
本
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
が｣

と
い
っ
て

渡
さ
れ
た｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

の
当
時
の
中
身
は

正
直
、
こ
れ
が｢

茨
城
地
区
各
事
業
所
文
芸

部｣

発
行
の
雑
誌
？
と
思
わ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。 
 

ど
う
も
、
こ
れ
で
は
当
時
の
週
刊
誌
的

な
内
容
と
思
っ
た
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
で

は
と
、
当
時
の
生
徒
指
導
の
た
め
の
寮
監

室
に
こ
も
っ
て
夜
中
ま
で
、
大
学
時
代
の

会員投稿（５４回）  

印
刷(

株)

か
ら
も
、『
も
う
、「
ぱ
ん
ぽ
ん
」

の
印
刷
は
手
放
せ
ま
せ
ん
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

私
が
編
集
長
に
な
っ
て
の
直
後
、
当
時
、

小
平
記
念
館
の
常
務
理
事
と
し
て
、
会
社

の
歴
史
や
そ
れ
こ
そ
、
筆
書
き
の
古
文
書

の
整
理
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
た
故
高
橋
市

蔵
さ
ん
が
、
編
集
部
の
助
っ
人
と
し
て
、

か
つ
て
、
日
立
工
場
新
聞
の
編
集
を
担
当

さ
れ
た
阿
部
喜
代
子
さ
ん
を
送
り
込
ん
で

く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
い
ま
で
も
、

感
謝
し
き
れ
な
い
ご
恩
を
感
じ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に 

 

こ
う
し
て
編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
仕
事
を

通
じ
て
覚
え
、
人
間
関
係
の
絆
を
深
め
、

強
め
て
い
っ
た
こ
と
が
、
日
立
工
場
創
業

一
〇
〇
周
年
記
念
誌
『
大
洋
わ
た
れ
、
大

空
か
け
れ
』
―
語
り
継
ぐ
日
立
の
心
―(

二

〇
一
〇)

の
発
行
に｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

Ｏ
Ｂ
の

底
力
と
し
て
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
と
思

っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

の
読
者
側
に
と

っ
て
も
、
時
に
厳
し
い
、
困
難
な
会
社
生

活
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
一
服
の
清
涼
剤

と
し
て
の
働
き
を
し
て
き
た
の
で
は
、
と

思
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 

の
で｣

と
言
わ
れ
続
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 

私
の
答
え
は
、｢

止
め
る
の
は
す
ぐ
に
で

も
で
き
ま
す
。
で
も
、
○
○
部
長
・
□
□

課
長
時
代
に
止
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
、
と

い
っ
て
歩
き
ま
す
よ
。｢

ぱ
ん
ぽ
ん｣

に
は

う
る
さ
い
先
輩
が
沢
山
い
ま
し
て
ね
ー｣

と
返
す
と
、｢

う
ー
ん
、
そ
れ
は
困
る｣

と

い
わ
れ
続
け
た
。 
 

そ
の
間
、
わ
た
く
し
は
日
立
工
場
全
部

課
長
、
主
任
技
師
以
上
は
強
制
講
読
、
暇

を
見
つ
け
て
は
系
列
会
社
の
総
務
、
勤
労

担
当
者
に
頭
を
下
げ
て
歩
い
て
の
勧
誘
に

つ
と
め
た
。
ま
た
紙
面
に
は
出
来
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
人
々
を
登
場
さ
せ
る
、｢

お
茶

の
間
訪
問｣

の
ペ
ー
ジ
に
、
工
場
長
、
研
究

所
長
、
病
院
長
を
お
訪
ね
し
て
、
な
ま
の

姿
、
声
を
読
者
、
従
業
員
の
み
な
さ
ま
に

お
届
け
す
る
。
さ
ら
に
は
、
毎
号
リ
レ
ー
・

ず
い
ひ
つ
に
、
出
来
る
だ
け
若
い
ひ
と
び

と
に
書
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
針
を
続

投
し
続
け
た
。 

 

取
材
、
投
稿
依
頼
な
ど
の
な
か
で
様
々

な
思
い
出
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
二
つ
ほ

ど
、
思
い
出
に
残
る｢

お
茶
の
間
訪
問｣

の

記
事
を
書
い
て
み
た
い
。 

三
、
取
材
秘
話 

 

Ａ
工
場
長 

編
集
部
「
大
変
お
忙
し
い

毎
日
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
、
お
暇
が
で

き
た
ら
、
例
え
ば
油
絵
を
描
い
て
み
た
い
、

と
か
山
登
り
を
さ
れ
た
い
と
か
い
う
ご
希

望
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か｣

に
対
し
、
奥
様

が｢

ま
た
、
工
場
へ
行
き
た
い
ん
で
し
ょ

う｣

と
代
わ
っ
て
答
え
ら
れ
た
。 

Ｂ
工
場
長
夫
人 

｢

最
初
の
ボ
ー
ナ
ス

で
何
を
買
う
か
、
と
い
う
話
に
な
り
ま
し

た
と
き
に
、
毎
日
必
要
な
も
の
だ
か
ら
、

是
非
洗
濯
機
を
と
い
っ
た
の
で
す
が
、
洗

濯
機
で
ビ
ー
ル
は
冷
え
な
い
、
と
い
わ
れ

て
、
冷
蔵
庫
を
買
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た｣

Ｂ
工
場
長｢
い
や
、
そ
の
こ
と
は
い
ま
で
も

言
わ
れ
て
い
ま
し
て
ね｣

が
懐
か
し
い
。

 

こ
う
気
が
付
く
と
、
毎
号
発
行
が
三
千

部
、
印
刷
を
お
願
い
し
た
当
時
の
Ｈ
Ｅ
Ｃ

卒
論
の
続
き
み
た
い
な
内
容
の
文
を
書
い

て
は
社
内
便
で
編
集
部
へ
送
り
届
け
始
め

た
。 

 

そ
れ
ら
は
、｢

イ
ギ
リ
ス
浪
漫
主
義
と
芭

蕉
の
自
然
観｣

、｢

汎
神
論
と
土
俗
思
想｣

み
た
い
な
、
今
思
え
ば
全
く
も
っ
て
消
化

不
良
の
文
章
だ
っ
た
と
思
う
。
幾
度
か
掲

載
が
重
な
っ
た
こ
ろ
、
当
時
の
故
引
地
藤

蔵
編
集
長(

事
管
課
長
、
俳
人)

か
ら
の
説

得
が
あ
り
、
気
が
付
く
と
、
編
集
委
員
の

仲
間
に
加
え
ら
れ
て
い
た
。 

二
、
編
集
長
時
代 

昭
和
四
五
年(

一
九
七
〇)

六
月
、
私
は

新
設
の
茨
城
英
語
教
修
所
の
運
営
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
、
日
専
校
を
去
っ
た
。
勤

務
場
所
が
日
立
工
場
か
ら
の
至
近
距
離
に

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
加
え
て
、
当
時
の

編
集
長
の
鈴
木
健
二
さ
ん
が
、
社
費
留
学

を
控
え
て
い
た
と
か
の
事
情
が
あ
っ
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
、
わ
た
く
し
が
第
九
代

の
編
集
長
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
の
二
三
年
、
日
立
退
社
ま
で
最

長
不
倒
距
離
の
編
集
長
を
勤
め
る
な
ど
、

当
時
は
予
想
も
で
き
な
か
っ
た
。 

 

か
く
し
て
、
昼
間
は
、
外
国
人
講
師
と

の
英
語
で
の
対
話
、
帰
宅
後
は
原
稿
書
き

と
次
号
の
プ
ラ
ン
、
執
筆
依
頼
者
の
選
定

な
ど
な
ど
の
仕
事
が
増
え
て
い
っ
た
。 

 

編
集
の
仕
事
に
加
え
て
、
わ
た
く
し
の

双
肩
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
課
題
が

あ
っ
た
。
そ
の
時
ま
で
二
三
年
の
「
ぱ
ん

ぽ
ん
」
の
歩
み
は
ま
さ
に
赤
字
の
歴
史
で

あ
り
、
勤
労
担
当
関
係
管
理
者
か
ら
、｢

い

つ
、
発
行
を
止
め
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

こ
れ
が
あ
る
と
、
毎
回
、
発
行
の
赤
字
分

を
遣
り
繰
っ
て
の
支
払
い
で
困
っ
て
い
る
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「ぱんぽん」 
創刊号表紙 

昭和 50 年代「ぱんぽん」 
年末取材旅行スナップ 

（奈良にて、後列右から 
3 人目筆者） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．旅行会 
 日立電鉄（株）との共催で、最適のシーズンを狙い、
不定期開催です。ネット会員に対してご案内を送信し
ています。昨年は真田丸で有名な上田城の千本桜や隅
田川の納涼屋形船など、下記の行事を実施しました。
今年も魅力ある企画を立案し、多数の参加をお待ちし
ています。 
  4 月 桜花絢爛～信州桜名所めぐり（１泊の旅）
  6 月  ゴヨウツツジ群落とステンドグラス館見学

7月  東証 Arrows 見学とお台場・隅田川屋形船 
 10 月 昭和記念公園と武蔵野御陵参拝 
   1 月 古峯神社初詣（日立電鉄旅行に便乗） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4．野鳥・自然観察グループ 
 ８月を除く毎月、主に県北、県央の探鳥地で観察会
を実施しています。海辺、河川敷、湖畔、里山などを
ゆっくり散策しながら、シーズンや場所により様々な
野鳥に出会うことができました。平成 27 年度は 10 回
で参加者延べ 144 名、１回平均約 33 種、合計 102 種類
もの野鳥を観察しました。 
日本野鳥の会ベテラン会員による親切な案内、解説

があり、野鳥や野草 
など大自然の新鮮な 
発見があります。 
初心者大歓迎です。 

皆様もお気軽にご参 
加ください。 久慈川河口にて 

6．料理教室 
料理教室は、月２回前半グループと後半グループと

に分け実施しております。今年で 16 年目を迎え、同
好会の中でも歴史のある会であります。 
朝、集合すると先ず全員でコーヒーを片手に四方山

話から始まります。現役時代では考えられないゆった
りした光景です。その日のメニューは美人の先生から
親切丁寧に説明を受けスタートです。本番は真剣その
ものです。皿洗いや包丁さ 
ばきも板についてきました。 
なによりの楽しみは自ら作 
った料理を皆でわいわい食 
べる事です。楽しいです。 
入会をお待しております。 

7．卓球クラブ 
日立会瀬体育館で毎月第１～３水曜日の午前中に硬

式とシニア向けラージボールの卓球練習をしていま
す。卓球は手軽に始められ適度の運動で楽しみながら
爽やかな汗を流せるので健康に役立ちます。また日立
市、近郊の市民卓球大会への参加は、卓球仲間との交
流・親睦とともに日頃の練習成果を試す良い機会とな
っています。 
卓球に興味の 
ある方、始め 
てみたい方は 
日立会瀬体育 
館へお越しく 
ださい。 

同好会活動報告  （1/2） 

３

5．囲碁の会 
 勝田地区では大島コミセンで月１回(第３木曜日)、
日立地区では大みか拠点で月２回(第２、４水曜日)囲
碁の会を開催し、お互いの親睦と棋力の向上に努めて
います。更に、３ヶ月毎にそれぞれの地区で囲碁大会
を開催してその成果を競い合っています。平成 27 年度
は、延べ参加人員 353 名、全対局数 655 局でした。囲
碁は年齢に関係なく盤上でお互いにコミュニケーショ
ンを図りながら進める為脳の活性化に大変有効であり
ます。また楽しみ 
ながら老化防止に 
も役立ちます。囲 
碁に興味のある方 
は是非お立ち寄り 
下さい。 
 

3．歩こう会 
今年度は各回共に天候に恵まれて、気持ちの良いウ

ォーキングが楽しめました。参加者が高齢化してきま
したので、どなたも気軽に楽しく参加していただける
ように比較的平坦地 
を選定しています。 
 これからも、よい 
季節に新鮮な空気を 
呼吸し、適度に歩き 
仲間と会話を楽しむ 
機会を作って参りま 
す。 
第 60 回 H27. 4. 9  日立多賀の桜花めぐり  35 名
第 61 回 H27. 6.11  新緑の中根八景を巡る 58 名
第 62 回 H27. 9.23  日立山側ルートを歩く  27 名

第 63 回 H27.11.12  紅葉の大子の街歩き    37 名

1．研修会 
 平成 27 年度は下記の４回の研修会を実施しました。
(1)第 64 回研修会 (H27.5.28)  46 名参加 

日産自動車栃木工場、大谷資料館、大谷観音参拝
(2)第 65 回研修会 (H27.9.30)  44 名参加 

クレハいわき事業所、いわき大王製紙、他見学 
(3)第 66 回研修会 (H27.11.27) 40 名参加 

日立製作所旧土浦工場、環境科学ｾﾝﾀｰ、他見学 
(4)第 67 回研修会 (H28.3.16)  44 名参加 

成田航空科学博物館他見学と成田山新勝寺参拝 
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同好会活動報告  （2/2） 

10．勝田パソコン講座 
ワークプラザ勝田で、原則として毎月第４火曜日

に開催しております。主に水戸勝田地区の方々を対
象に、パソコンの基礎から応用まで幅広く講義を行
っています。また、ＰＣに関する「何でも相談」を
常時行なっており好評を得ています。 
さらに毎年１月には恒例の新年会を開催し、反省

やら抱負などを語って大いに盛り上がっています。
初心者の方も大歓迎です。多数の参加をお待ちし

ております。 
 
 
 
 
 
 
 

9．PC 基礎講座 
 パソコン基礎講座は毎月第２火曜日に開催してい
ます。ここでは快適なパソコン生活のための基礎的
な事項について解説し、参加者の困っていることの
相談など行っています。 

昨年は Windows10 の特徴、Office2016、Google サ
ービス、ネット詐欺・不正ソフトの対処法、最新の
USB や SD カードの紹介など解説しております。皆様
のニーズに応じた講座を目指しております。どなた
も気軽に参加し、実力向上を図りましょう。ご参加
をお待ちしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

12．ホームページの会 
 毎月第１火曜日に開催しています。ホームペー
ジ・ビルダーを使用して、ホームページを作成、公
開、更新することを目的に研修しています。失敗事
例からいろいろ学べます。新しく始める方への導入
アドバイスもしてい 
ます。ホームページ 
の話題を中心に楽し 
く情報交換しており 
ます。皆さんの参加 
をお待ちしておりま 

す。 

13．写真五七五 
 俳句・川柳と写真を組み合わせて楽しむ集まりで
す。毎月第一金曜日の例会では句作の基本について
の持ち回り解説やプロの添削例などを参考にしなが
ら、持寄った作品の紹介と合評を行っています。 
 例会では作品紹介 
に加えて、ひとつの 
課題写真に思い思い 
の句を付ける題詠会 
(3 回実施）、名所旧 
跡などに出かけて散 
策しながら写真撮影 
と句作を行う吟行会 
も行いました（今回 
は水戸市植物公園で深まりゆく秋の情景を詠みまし
た)。また 11 月開催のデジカメクラブ、野鳥・自然
観察グループとの合同写真展に 51 作品を出展しま
した。皆さんも気軽に参加してみませんか。 

8．デジカメクラブ 
 デジカメクラブでは毎月第１月曜日に例会を開く
とともに、不定期に撮影会を行っています。例会で
は初心者からベテランが一堂に集まり、更なる表現
力の向上を目指して作品を批評しあいます。最近は
スマートフォンの普及により旅先で偶然出会った情
景など作品の裾野が広がるとともに、少しずつ新メ
ンバーも入会するようになっています。 
 撮影会では旅行会も活用してほぼ月１回のペース
で遠野の桜、日立港の花火、昭和記念公園のコスモ
ス、竜神峡の紅葉など様々な写真を撮っています。
 活動の成果は５月 
に支部総会で、11 月 
に多賀市民プラザで 
発表しました。多賀 
市民プラザでの写真 
展には昨年も 1,000 
人を超える皆様にお 
越しいただきました。 多賀市民プラザにて 

11．専門講座 
 この講座は特定のソフトの習得を目的として、講
座開始前にテーマ毎に会員を募り、設定した教本を
ベースにした講習会です。テーマ毎、毎月１回実施
します。現在、第３金曜日に PhotoshopElements13
講座（参加者 23 名）、第４木曜日に Excel ピボット
テーブル講座（参加者 13 名）を実施しております。
 昨年度は Excel 関数講座、ExcelVBA 講座、および、
PowerPoint2013 講座を実施しました。平成 28 年度
はテーマを募集中です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Photoshop Elements13 講座の参加者）

（Excel ピボットテーブル講座の参加者）
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支部から お知らせの

訃 報 真に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈り致します。 

小野寺  敬  平成 27 年 12 月 07 日 享年 82 歳 
川崎 光彦  平成 28 年 01 月 21 日 享年 98 歳 
小林 八郎  平成 28 年 01 月 25 日 享年 86 歳 
永井 秀夫  平成 28 年 03 月 03 日 享年 90 歳 
平野三百里  平成 28 年 03 月 20 日 享年 86 歳 
岡部 萠生  平成 28 年 03 月 23 日 享年 92 歳 

茨城支部新入会員勧誘のお願い 

会員の高齢化に伴い会員数が減少方向にあります。

どうか皆様から OB 会等で各同好会の活動を PR して

頂き、親睦の和の拡大にご協力をお願いします。 

私は、その土地の風物、歴史、環境等
の関連で｢行って、見て、知りたい｣と思
うことが、しばしば有ります。「歩こう会」
は、この要素を実に良く凝縮し、季節や
話題を適合させたコース設定が行われて

「歩こう会」      一瀬 武郎 

おり、良くこの場所を上手に見つけられた、と驚かさ
れます。配布される資料も、大変参考になり、行く前、
帰宅後の楽しみも増加します。日頃、見過ごしている
場所も、参加して初めて見識を深めることがあります。
私は、ひたちなか市在住ですが、第 61 回「新緑の中根
八景」に参加して実感しました。あまり利用しない「ひ
たちなか海浜鉄道」の乗車も、貴重な体験でした。 
 久し振りの方、顔馴染みの方とお会いして、お互い
の近況や情報を交換しながら歩くのも楽しみです。疲
れを残さず完歩出来る、最適な距離設定も良好です。
全くの屋外行事で、天候や道路事情を配慮する世話人
のご苦労は大変なことです。今後も、楽しいコース紹
介があるのを、心待ちにしている一員です。 

＊第 65 期 第 2 回 日立社友クラブ理事会報告 
開催日：平成 28 年 3 月 9日(水) 
議 事： 
・会員候補者から 88 名が入会を承認され、会員数は
6,527 名となった(前年同期比＋119 名)。 

・社友名簿は、２年に一度配布されているが、個人情
報保護の為、今年から社友クラブ総会の出欠確認葉
書で希望者にのみ配布されることになった。 

＊平成 28 年 3 月 茨城支部役員会報告 
開催日：平成 28 年 3 月 10 日(木) 
議 事： 
・新入会員 10 名が承認され、会員数は 1,073 名とな
った(前年同期比-15 名)。 

＊平成 28 年 3 月 同好会幹事会報告 
開催日：平成 28 年 3 月 15 日(火) 
議 事： 

・会員数は、451 名となった(前年同期比-４名)。 
＊茨城支部総会の出欠確認の葉書について 
・経費節減の為、昨年同様今年も茨ネット会員には葉
書を同封せずに、メールで出欠確認と欠席者の近況
連絡のお願いをしますのでご協力をお願いします。

「PC 基礎講座」    小口 伊佐男 

パソコンとは結構長いお付き合いをさ
せて頂いていると思っているが、情の浅い
事もあってその割には深いお付き合いに
なっていない。時には都合によりお付き合
いを減らそうかと考えた事も。そんな時、

仲を取り持ってくれているのが｢ＰＣ基礎講座」。 
私のような技術的には全くの初心者から高度な技術

を使いこなすベテランまで、誰でも結構気楽に参加で
きる講座だと思っている。２月９日の PC 基礎講座は正
にその典型であった。何でも相談では、事前に参加者
から出されていたり当日出た質問、内容の範囲やレベ
ルの幅は広かったが、講師の万全な事前準備と豊富な
知識により、実に判りやすい解説とＱ＆Ａであった。
本題の｢パソコンイライラ撃退法｣の講座では、イラ

イラのテーマもさることながらその対策法では、実際
に使う・使えるは別としても、｢えっ！｣と思える様な
｢目から鱗｣の連続であった。 
講師や受講者の平均年齢は毎年約１才上昇という現

実だが、共に長いお付き合いが出来るよう願っている。

日立理科クラブからのお願い 
｢子ども好き・科学好き・モノづくり好き｣な新規

会員を募集しています。学校へ出向いて理科実験等
の授業のお手伝いや、中学生のための理数アカデミ
ー特別授業、工作教室の指導等を通じて子ども達か
ら笑顔を貰っています。お蔭さまで日立市では｢理科
好き｣な子どもが全国平均を大きく上回っています。
次の時代を担う子ども達のために、是非皆さまの

力をお貸しください。 
連絡先：日立理科クラブ TEL･FAX：0294-24-3104

「囲碁の会」        山出 毅 

驚いています。最近は、夏山とジムの合間に新聞掲載
の棋譜を並べたりして勝率 50％を目指しています。「囲
碁と脳の働き｣(和田博著)を見て勉強を始めました。ニ
ュースではＡＩ(人工知能)が昨10月中国出身の欧州王
者に５戦全勝し、今度は３月９日から韓国の李９段と
対戦するとのこと。｢結果や如何に！｣(編集注：４勝１
敗でＡＩの勝利) 
この囲碁の会が「大みかクラブ」での開催となり参

加者が増えてきたことは大変嬉しいです。末永く続く
よう祈念します。 

日立に来て 56 年が経過しました。囲碁
は郷里で父兄と友人の対戦を五目並べと
違うものだな！と思っていた。日立に来て
何か趣味を！の声があり、それならと世界
に通用するゲームを選んだ。以来、今日ま

で多くの 19 路盤を挟み｢手話｣を嗜みました。サッカー
に明け暮れていた学生時代と雲泥の感があり自分でも

会 員 のたより  

同好会行事に参加して 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡致します。)

編集後記 川村さんの随筆から、絵を描く喜びには旅を
して、その土地、自然、歴史、料理などに接する楽しみ
が含まれます。武田さんの会員投稿では、「ぱんぽん」
編集長としてのご苦労と、その成果に敬意を表すととも
に、編集に携わる私たちは支部便りの内容充実に一層邁
進します。同好会活動の盛んなること、喜ばしい限りで

す。５月の総会へ出席をお願いします。 長島 重和 

同好会の行事ご案内（５月～７月） 

２．第６８回研修会 

[日本科学未来館、東京臨海広域防災公園、他見学] 

オバマ大統領、メルケル首相など外国要人が来日時に
見学されたお台場にある日本科学未来館や、東京の基幹
的防災拠点となる有明にある東京臨海広域防災公園と本
部棟、日本を代表する建築家・丹下健三氏が設計したフ
ジテレビ本社ビルを見学します。 
皆様の参加をお待ちしております。 

・開 催 日：平成 28 年 6 月 16 日(木) 
・集 合：大甕駅前(常陽銀行大甕支店前) ７:00 

日立電鉄交通サービス南営業所 ７:15  
・帰 着：大甕駅前   18:30 頃の予定 
・会 費：6,500 円予定（バス、昼食代、他） 
・募集人員：先着 40 名 
・申込締切：４月 30 日 
・申 込 先：石田 和夫  

Tel/Fax：0294-34-0209 
E-mail ：ishida.kazuo@nifty.com 

１．第６５回歩こう会 【高萩“文化の里”を歩く】
高萩市郊外の穂積家住宅、松岡城址、竜子の里など

を巡り、新緑の香りと、雰囲気を肌で感じられるコー
スを計画しました。皆さんと共に初夏のウォーキング
を楽しみましょう。 
・開 催 日：平成 28 年 6 月 9 日(木) 雨天 6月 23 日(木)

・集 合：高萩スーパーモール駐車場 

・コ ー ス：高萩スーパーモール出発 10:15→穂積家
住宅→たつご味噌店→松岡城址(昼食)→
就将館→お屋敷通り→高橋家の門塀→高
萩スーパーモール着 13:30 解散 
平坦地 6.2km 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具等  
・会 費：200 円(非会員 500 円) 
・申込締切：6月 2日(木) 
・申 込 先：須江 二郎 

Tel/Fax：0294-53-5901  
E-mail ：j-sue@nifty.com 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時 間  備   考  
5 月 6 月 7 月

野鳥自然観察 
グループ 

高原邦明 0294-53-7101 
k-takahara@rio.odn.ne.jp 

16(月)   大北川 9:00～ 
参加費:\300/回 
原則雨天中止  20(月)  御前山 7:00～ 

  18(月) 粟原 7:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 080-3443-3577 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

11(水)
 8(水)
大会 13(水)

大みか拠点 
 10:00～ 
(大会 
 9:30～) 

参加費:\100/回 
大会:\500 

25(水) 22(水) 27(水)

勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

19(木) 16(木)
21(木)
大会

大島コミュニティ
センター 

  9:00～ 
参加費:\200/回 
大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

9(月) 13(月) 11(月)
明治商会  10:00～ 参加費:\1700/回

23(月) 27(月) 25(月)

卓球クラブ 
綿引邦彦 0294-37-1491 
perroygato4923@net1.jway.ne.jp 

11、18
25(水)

1、8
15(水)

6、13
20(水)

会瀬体育館 
9:00～ 

12:00 
参加費、会場費等
まとめ:\4500/年

デジカメ 
クラブ 

若島喜和 0294-24-2425 
wakasima@net1.jway.ne.jp 

9(月) 6(月) 4(月) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

写真五七五 
武田孝一 0294-36-1469 
takedaks@future.ocn.ne.jp 

6(金) 3(金) 1(金)
大久保 

交流センター 
  9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

10(火) 7(火) 5(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\200/回
昼食別途 

基礎講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

17(火) 14(火) 12(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

24(火) 28(火) 26(火) ひたちなか市 
ワークプラザ 

 13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回

Lightroom 
講座 安田 出  0294-37-1959 

yasuda@i.email.ne.jp 

20(金) 17(金) 15(金) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

HTML 講座Ⅱ 26(木) 23(木) 21(木) 大みか拠点 
 10:00～ 
15:00 

参加費：\1000/回
昼食代含む 

 注）旅行会（連絡先；安田 出）は、開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

6

新年度を迎え、同好会行事に参加しませんか！

年会費 1,000 円(行事参加費はその都度別途)で
上記のどの行事にも参加できます。 
シニアライフを楽しく、より充実したものにす

るために、趣味の輪を拡げてみませんか。 
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